
十 ~み

―一 つ

/Jヽ こ

牛3
ハ

バ

れ

石
川

・

遺
跡

所
在
地
　
　
　
石
川
県
金
沢
市
三
小
牛
町
七
宇

調
査
期
間
　
　
一
九
八
七
年

（昭
６２
）
四
月
を

一

発
掘
機
関
　
　
金
沢
市
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
南
　
久
和

。
楠
　
正
勝

遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
ぞ
平
安
時
代
前
期

滝
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

三
小
牛

ハ
バ
遺
跡
は
尾
根
に
囲
ま
れ
た
平
坦
地
に
立
地
し
、
標
高
は

一
五
〇

ｉ

一
七
〇
ｍ
、
二
面
は
堀
に
、
他
の
二
面
は
急
な
崖
に
面
し
て
い
る
。
周
辺
に

は
縄
文
、
奈
良

。
平
安
時
代
の

遺
跡
で
あ
る
三
小
牛
さ
こ
山
Ｃ

遺
跡
が
あ
り
、
ほ
か
に
も
数
カ

所
で
平
安
時
代
の
遺
物
が
採
集

さ
れ
て
い
る
。
遺
跡
付
近
で
は

一
九
五

一
年
に
板
仏
が
採
集
さ

沢

れ
、　
一
九
八
七
年
に
な

っ
て
奈

絵

良
時
代
後
半
の
銅
板
鋳
出
仏
と

鑑
定
さ
れ
て
い
る
。

九
八
五
年
、
産
業
廃
棄
物
処
分
場
の
建
設
計
画
の
た
め
分
布
調
査
が
行
わ

そ
の
結
果
三
次
に
わ
た
る
本
格
的
な
発
掘
調
査
を
行

っ
た
。

一
九
八
六
年
秋
か
ら
翌
年
春
に
か
け
て
の
第

一
次
調
査
で
は
、
堀
尻
か
ら
墨

書
土
器

・
彩
釉
陶
器
片

。
布
目
瓦

・
転
用
硯
が
出
土
し
た
が
、
平
坦
地
に
設
定

し
た
十
字
ト
レ
ン
チ
か
ら
は
遺
構

。
遺
物
と
も
見
る
べ
き
も
の
は
検
出
さ
れ
な

か

っ
た
。

第
二
次
調
査
で
は
、　
堅
穴
住
居
跡
四
棟
と
、

「
コ
」
の
字
型
に
配
置
さ
れ
た

掘
立
柱
建
物
八
を
九
棟
、
及
び
堀
切
り
を
検
出
し
た
。

木
簡
は
Ｌ
字
形
の
堀
の
コ
ー
ナ
ー
部
分
か
ら
三
点
出
土
し
て
い
る
。
伴
出
遺

物
に
は
、
多
数
の
須
恵
器
（杯

・
盤

。
甕

・
壷

・
水
瓶
、
浄
瓶

・
鉄
鎌
形
土
器
・
合
子

・
灯
明
皿
・
転
用
灯
明
皿
。
転
用
硯
）、
土
師
器

（未
整
理
）
、
木
器

（由
物

・
下
駄
・

漆
塗
り
盤

。
盤

・
高
台
付
椀

・
盆
状
木
製
品

。
火
き
り
日

・
杵

・
写
経
用
定
規

。
杭
他
）

の
ほ
か
奈
良
三
彩
や
墨
書
土
器
が
出
上
し
た
。
墨
書
土
器
は
、
雲
一千
」
ま
た
は

「三
千
寺
」
（約
一
〇
点
）
、

「工

（則
天
文
字
の
一
。
「
ひ
と
」
と
読
む
送

（二
点
）
、

「太
縄
」
「気
成
」
「佐
木
」
「厨
」
「沙
弥
」
「弥
」
「沙
弥
古
万
呂
」
「広
」

（以

上
各
一
点
）
の
文
字
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
一
九
八
八
年
末
に
第
三
次
調
査

が
行
わ
れ
た
が
、
遺
構

。
遺
物
と
も
見
る
べ
き
も
の
は
な
い
。

本
遺
跡
は
ご
く
少
量
の
縄
文
時
代

。
中
世
の
遺
物
を
除
く
と
、
奈
良
時
代
か

ら
平
安
時
代
前
期
に
及
ぶ
土
器
の
出
上
が
多
く
、
奈
良
時
代
後
半
を
ピ
ー
ク
と

し
た
遺
跡
で
あ
る
と
言
え
る
。　
ま
た
銅
板
鋳
出
仏
の
出
上
、
響
一千
」
、　
コ
一千

寺
」
の
墨
書
土
器
や
、

「寺
」
と
墨
書
さ
れ
た
木
簡
の
出
上
、

仏
教
と
関
係
の
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1988年出上の木簡

深
い
水
瓶

・
浄
瓶

・
鉄
鉢
形
土
器

・
合
子
等
の
出
上
、
写
経
用
定
規
の
出
上
、

日
常
生
活
に
は
あ
ま
り
縁
の
な
い
彩
釉
陶
器
の
出
上
、
「
コ
」
の
字
型
に
配
慮

さ
れ
た
掘
立
柱
建
物
の
検
出
を
見
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、　
↑
ハ
遺
跡
は
当
時

「三
千
寺
」
と
呼
ば
れ
た
寺
院
の
跡
と
考
え
ら
れ
る
。

立
地
条
件
の
特
異
性
は
、
今
後
究
明
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω
　
。
「
＜
有
　
有

。
「
＜
道
　
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（こ
∀
∞撰
ヽ
ｏお

②

　

□
山
山
寺
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（霞
ｙ
∞授
〕
霞

③

　

□
￥
￥
￥
￥
□
間
家
□
　
　
　
　
　
　
　
　
（霊
∀
中斐
ｇ

寓
μ

⑪
②
は
習
書
木
簡
で
、
０
は
写
経
用
定
規
に
墨
書
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
木
衛
の
釈
読
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南
氏
の
ご
教
示
に

よ
る
。

９
　
参
考
文
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金
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九
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年
）
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久
和
）

木

簡

研
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第
舎

巻
頭
言
―
―
最
後
ま
で
残
る
仕
事
―
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圭月
木

和

夫

一
九
八
五
年
出
上
の
木
簡

概
要
　
平
城
官

・
京
跡
　
平
城
京
左
京
三
条
六
坊
七
坪
　
平
城
京
右
京
七
条

一

坊
十
五
坪
　
長
岡
京
跡
０
　
長
岡
京
跡
②
　
長
岡
京
跡
０
　
平
安
京
左
京
三
条

三
坊
十

一
町
　
平
安
京
左
京
六
条

一
坊
八
町
　
平
安
京
左
京
九
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三
坊
十
四
町

平
安
京
右
京
八
条
二
坊
二
町
　
平
安
京
右
京
八
条
二
坊
五
町
　
鳥
羽
離
宮
跡

伏
見
城
跡
　
西
ノ
辻
遺
跡
　
観
音
寺
遺
跡
　
犬
飼
堂
廃
寺
　
穂
積
遺
跡
　
玉
津

田
中
遺
跡
　
辻
井
遺
跡
　
長
尾
沖
田
遺
跡
　
但
馬
国
府
推
定
地
　
朝
日
西
遺
跡

大
測
遺
跡
　
沓
掛
城
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勝
間
田
城
跡
　
神
明
原

・
元
宮
川
遺
跡
　
今
小
路
周

辺
遺
跡
　
鶴
岡
八
膳
宮
境
内
研
修
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場
用
地
遺
跡
　
鹿
島
湖
岸
北
部
条
里
遺
跡

西
河
原
森
ノ
内
遺
跡
　
勧
学
院
遺
跡
　
金
剛
寺
城
跡
　
柿
堂
遺
跡
　
法
界
寺
跡

今
泉
城
跡
　
富
沢
水
田
遺
跡
　
中
尊
寺
伝
三
重
池
跡
　
胆
沢
城
跡
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岡
城
跡

俵
田
遺
跡
　
秋
田
城
跡
　
九
十
九
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一
乗
谷
朝
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遺
跡
　
一二
木
だ
い
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ん

遺
跡
　
弓
庄
城
跡
　
番
場
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軒
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秋
月
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跡
　
大
宰
府
跡
　
大
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府
条
坊
跡

豊
前
国
府
跡
　
如
法
寺
遺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡

（八
）

平
城
宮
跡

（第

一
四
次

・
第
二
五
次

。
第
四
〇
次

。
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四

一
次

。
第
四
二
次
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招
提
寺
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国
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新
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学
　
勤
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簡
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動
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訳
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菅
谷
文
則

倉
札

・
札
家
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
　
秀
三
郎

柚
井
遺
跡
出
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木
簡
の
再
検
討
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
原
永
遠
男

出
上
の
文
字
資
料
か
ら
み
た
中
世
民
衆
生
活
の
一
面

―
―
草
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千
軒
町
遺
跡
を
中
心
に
―
―
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原
重
人
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